
ひらつか男女共同参画プラン２０１７

各事業の評価方法

各施策の評価方法（例）

資料 ４

R1の計画に対して、

計画通りできたかR2の計画は

妥当な計画か

次年度へ

の対応は

妥当か

『施策の評価基準』から作成した、『事業の目標』（＝事業の評価基準）に当てはめて評価

【考え方】

『事業の目標』が達成に向かってどのくらい進んだかを評価する

事業例）「デートＤＶ防止講座を開催し、デートＤＶを理解し窓口を知っ

た生徒数が増えた」かどうか？

評価の表現方法

目標の達成度として「達成or順調or遅滞」で評価

施策の評価

各事業を実施して、令和元年度の施策は進んだか

どうか、19施策全ての評価案を当課が作成。

【考え方】

『事業目標の達成評価』が、『施策の評価基準』に

連動している。連動していない場合は、評価が間

違っているか、『事業の目標』の立て方に問題があ

ることを疑う必要がある。

多くの施策は、複数の事業で施策を推進しているた

め、複数の事業を合わせた全体をとおして施策の

進捗状況を評価する。

事業例）

ＤＶについて理解する人が増加したか？

ＤＶの相談ができる窓口をどこか一つでも知ってい

る市民の割合 ５０％となったか？


